
ファシリテーション講座Vol.２を開催！
9月27日(月)、本学の学生を対象に「ファシリテーション講

座Vol.２〜話し合いで使えるたずねるスキル〜」をオンライン
（Zoom）で開催しました。当日は29名の学生や職員が参加し
て、ファシリテーションの数あるスキルの中から「たずねるス
キル」に特化して学びを深めました。
本年度も講師は鈴木まり子さんにご担当いただきました。昨

年はファシリテーションの基礎を学び大変好評でしたが、今年
は昨年度を踏まえて更に実践的な内容になるように、学生コー
ディネーターで検討を重ね「たずねるスキル」の講座を開催し
て頂こうと決定しました。開催にあたっては事前に打ち合わせ
をして当日の運営も学生コーディネーターも携わることとなり
ました。

アイスブレイク：知り合いタイム
司会進行は学生コーディネーターの大和田さんが務めました。

同じく学生コーディネーターの味野和さんがアイスブレイクと
して実施した参加者同士の自己紹介タイムを担当しました。学
生コーディネーターがデモンストレーションでお手本となるは
ずが、手順を飛ばして失敗！これもまたご愛敬です。間違う場
面もありましたが、参加者がよりリラックスすることができた
のではないでしょうか。習うより慣れろで、どんどん実践して
いくことが上達への近道だと思いました。

ブレイクアウトルームに移動してからは参加者同士が積み木式
自己紹介をしていくというのを2回行って、顔と名前がわかり
打ち解けることができました。
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いよいよ本講座開始！
まずは講師の鈴木まり子さんから自己紹介をしていただきま

した。これまでのご経歴や現在のお仕事の話の中で、ファシリ
テーション業務についての一端を知ることができました。また、
まり子さんから本日のゴールとして「たずねるスキルを学び秋
学期にどんどん活用しよう！」とゴール設定を明文化していた
だきました。「今日ファシリテーション講座で学んだことをど
こで使おうかな？とイメージしながら参加してください。」と
参加する心得もお話してくださいました。ファシリテーション
スキルが講座の場でも多く実践されていました。
「ファシリテーションとはどんなイメージですか？」という

まり子さんからの問いかけに参加者はリアルタイムでチャット
に書き込み、内容をまり子さんが読み上げるという双方向のや
り取りで参加している側も講座にどんどん引き込まれていきま
した。答えとして「進行役・会話を回す人・潤滑油・相手の意
見を引き出す・大変」などなど、たくさんのイメージがでまし
た。ではファシリテーションの意味は何でしょう？と問いかけ
てから教えてくださったのは◎話し合いを促進する・やりやす
くする。 ◎学びを促進する・理解しやすくする。ということ
で、その役割を果たす人が「ファシリテーター」であると教え
てくださいました。
まり子さんがファシリテーターとして活動している中で一番

効果的だと思うことは参加者の当事者意識が非常に高まるとい
うことだそうです。自分たちで納得して決めたことはすぐにで
もやりたくなる、と力強くおっしゃいました。そして違う意見
があっても違う価値観から対話する過程でお互いの考えに変化
が起こり話し合いがとても豊かになる、とファシリテーターが
思えるかどうかがとても重要だそうです。
講座の中では、昨年度参加者の方に、実際に話し合いの場で

ファシリテーションで学んだスキルを使ってみてどうだったか
をまり子さんとの実践形式でたずねたり、まずは相手の話を受
け止めるだけでこちらにも気持ちの余裕がでます、と具体的に
たずねるスキルの前の基本の心構えも教えてくださいました。
参加者同士で実践する機会もあり、もっと実践したかったとの
お声も多く寄せられるほど好評でした。おしゃべりタイムにも
たくさんの方にご参加いだだきました。
最後に、まり子さんから「本日の講座で学んだことをちょっ

とでも意識してみることを大事にして欲しい。スポーツと一緒
でとにかく実践してみることを大切にしていってください！」
と背中を押してくださいました。

学生コーディネーターが作成した広報チラシ

ボランティアセンター講座

講 師

鈴木まり子さん（鈴木まり子事務所代表）
（日本ファシリテーション協会フェロー）

参加者事後アンケート
・実践で使えるスキルを数多く教えていただけた。
・先生のお話が分かりやすくグループワークも楽しく取り組めた
・実際に自分のファシリテーションに対するフィードバックが欲
しかった
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